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　本講演会の講演原稿フォーマットは，原稿枚数1ページ，英文アブストラクト無し，1段組講演原稿とする．
文章の区切りには全角の読点「，」（カンマ）と句点「．」（ピリオド）を用いる．カッコも全角入力する．

本文中の文字の書体は，明朝体・Serif系（Century，Times New Romanなど）を利用する．原則として章にわける必要はないが，項を設ける場合には，本書式の例のようにゴシック体を使用する．ページ番号は不要である．

執筆後はPDFファイルに変換し，容量は１ファイルあたり2 MB以下とする．
●原稿の作成に際して
原稿の冒頭には，和文の表題，英文の表題，著者名，ローマ字著者名，和文とローマ字連絡先所属機関を入れる．発表者に○をする．発表者の前に会員資格を記載する．
●表題及び副題の付け方
原稿の表題は内容を明確に表現するもので，しかも簡潔なものが望まれる．また，必要に応じて副題を付けてもよい．
●表題及び副題キーワードの付け方
キーワードは，論文の内容を代表する重要な用語である．これによって論文の分類，検索が迅速になる．キーワードは，3~5語句とし，前置詞・冠詞も含めない．
●図表および式の挿入について
図表の挿入は，必要に応じて図（写真，カラー可），表を入れて良い．本文で図表を引用するときは，図1，表1のように日本語で表記する．図表中の説明および題目はすべて英語で書く（最初の文字は大文字とする）．番号・説明等は，図は下に，表は上に書くこととし，書体はSerif系を利用する．図表は，余白部分にはみ出してはならない．
　式の挿入では，式番号は式と同じ行に右寄せにして（　）の中に書く．また本文で式を引用するときは，式（１）のように記述する．
●引用文献の書き方
本文中の引用箇所には，右肩に小括弧をつけて，通し番号を付ける．例えば，新宿・渋谷(1)(2)のようにする．参考文献の記載法は末尾の通りとする．
文　　　献

(1) 新宿太郎，渋谷二郎，“論文の書き方”，日本機械学会論文集A編，Vol. 52, No. 485 (1987), pp. 111-116.
(2) Keer, L.M., Knapp, W., and Hocken, R., “Resonance Effects for a Crack Near a Free Surface”, Transactions of the ASME, Journal of Applied Mechanics, Vol. 51, No. 1 (1986), pp. 65-69.
事務局側でここに講演番号を記入します．


この1行分は残したまま原稿を提出してください．


赤い吹き出しは，原稿提出時に削除してください．





発表者には○を記載，発表者は氏名の前に会員資格を記載する．正員：正，学生員：学
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